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根性出し切れた

O∴ 団体 キ ョルギで 初 の頂 点 に立 つた武 道館
本部 A。 昨年準優 勝 の雪辱 を果 た し、樋 口清輝
監 督 は「 何 と して で も優 勝 した か つた。 120パ
ーセ ン トの力 を 出 して頑張 って くれ た Jと喜 び
を かみ しめた。

西 合志 Aとの決 勝 は、 1勝 ■敗で 大将 戦べち

武道 館本部 Aの高 橋 瑠稀 が 開始 直後 か らカ ウ ン
タ ーで 得点 を重 ね、終盤 も中段蹴 りを続 けて決

め、勝利 をつかん だ。「 先 鋒 と中堅 の 2人が決
勝 まで よ く戦 つて くれ た。大事 な と ころで 勝て

て よか った Jと高 橋 。
週 2回、練習 に汗 を流 して きた メ ンバ ー。「蹴
られ た ら蹴 り返 す という根′性を、本番 も 出 し切

れて よか ったJと 納得 の表 情 を浮 かべ た。


